
































直属の計画評議会（Planning Council）3（現「計画委員会」Planning Commission）が担い、3～ 5年
ごとの統合開発計画（Integrated Development Plan）として実施してきた。SARDを直接的に管轄
する責任者は参事官（Director）で、計画委員会（Planning Commission）責任者を計画委員長（Chief 




Tibet Fund（国際 NGO）などで［2017-1018 実績］、2019-2020 年度における歳入合計は





いる。5-50ビジョンは「最善を願い、最悪に備えよ」（Hoping for the Best and Preparing for the 
Worst）というダライ・ラマ 14世の助言から発案され、CTAがこれまで実施してきた中道政策に

























2020 3 *  INR  
 34,929,037.94 
   
 PRM Grant  113,021,192.00 
 USAID  286,976,891.50 
 SOIR-IM NGO  4,994,059.00 
 FNF  4,296,689.00 
 Les Amis Project  ------------- 
 Others  8,470,747.00 
 EC Project  9,670,241.07 
 CRS WED  2,151,981.65 
 DRL Fund  ------------- 
 HBF Project 1,039,650.00 
 465,550,489.16 
 ［出典：SARD Annual Report 2019-2020: 58 を筆者編集］
図 1：SARDの組織構成


















ン、政策提言、国際関係」に関して 9項目、テーマ 4「5-50ビジョンに対する CTAのリーダーシッ
プ：リーダーシップの見える化、資源動員」に関して 11項目の計 34項目である。
フォーラムへの提言は、続く 2018年 9月の 5-50フォーラム：しなやかなチベットコミュニティ
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